
●いま、地域の居住環境を維持していく担い手がどんど

ん減っています。コミュニティ、人のつながりが希薄に

なっていることと併せて、人口の減少と超高齢社会にな

っていることが背景にあります。身の回りの環境を誰が

維持していくのか。若い人たちは「まちづくりは自分た

ちとは関係ないこと」と思うかもしれませんが、超高齢

で少子化の中では、学生を含め若い人たちが頑張らない

といけないということです。

個々人で温度差はありますが、真剣に取り組んでいる

学生が多いと感じています。おそらく、「３.11」の影響

があるのではないのかと思います。あの大災害のあと、

まちづくりやコミュニティ、人のつながりというものが

重要であるということがメディア

で盛んに報道されました。あれか

ら、意識が随分変ってきています。

熱心にまちづくりのことを考える

若い人たちや、地域の課題に向き

合おうとする学生は確実に増えて

きています。

自分たちの住む地域の居住環境

について他人任せにしていては、

決して良い地域にはならない。良

い地域にしていかなければ、自分

たちもハッピーになれないわけで

す。この授業で、自らが問題意識

を持って関わる主体であることに

気づいてほしいと思っています。

陣内　雄次　教授

●まちに出て、自ら歩いて、そのま
ちの歴史や都市伝説も含めて居住環境

について学ぶ授業が印象に残っていま

す。今まで知らなかったところに目が

向けられ、身の周りのことに興味が持

てるようになりました。まちづくりに

関わっているNPOの方への聞き取り

調査では、そのまちで幸せに住み続け

るための課題は何か、地域住民に必要

とされているものは何かということを実体験として学ぶこ

とができました。人任せではなく、一市民としてまちづく

りに関わっていく意味が分かってきました。

総合人間形成課程２年　吉澤　彰平

●私たちの社会は近代化によって物質
的には豊かになったけれど、その過程

で、公害や過疎化、最近では原発の問

題が浮き彫りになってきました。「日本

の高度成長期の弊害を、どう是正する

か」というテーマで卒論を書きました。

自分の問題意識が分からなくなったと

き、先生から「もともと持っていた問

題意識に立ち返る」ことを指導されたことが印象に残って

います。社会に出ても大切にしたいことです。

国際社会学科４年　濱田　清貴

●アフリカをはじめとする途上国

のことを学ぶ理由は、まず、途上

国の問題は実は、私たちの生活と

密接に繋がっているということで

す。そのことを認識しながら生き

ていくことは人として大切なこと

です。もう一つは、途上国の人々

の生活から私たちが学ぶべきこと

があるからです。

学生たちは学びの中から“裏側”を見られるようになり

ました。例えば、格差の問題。学生から「現実だから仕方

がない」といったコメントを聞くことがありますが、経済

発展の理論を学んでいく中で、格差は社会構造に基づいて

生まれるものであって、「仕方がないこと」ではなく、や

り方によって変化しうること、内発的発展などいろいろな

発展の在り方、違った見方があることを学んでくれたと感

じています。３.11以降は、もっとも脆弱な層が影響を受け

る社会構造について考察しています。ゼミ生の中には、福

島から避難して来た方々の支援ボランティアに加わった学

生もいます。途上国、あるいはマイノリティの状況という

ものが、私たちと関係のないものではないという意識が身

についた人間になってほしいと思っています。

阪本　公美子　准教授　
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●日本がこれから進んでいく少子高齢
化の中で、どういうまちづくりをして

いかなければいけないかを考えさせら

れました。例えば、都市を集約化する

ことによって、みんなが集まりやすい、

アクセスしやすいまちづくりの工夫を

学びました。4月から教師になります

が、NPOのボランティアに参加して、

実際に子どもたちの声を聞くことができたことがためにな

りました。学校とNPO、地域、家庭が連携していくことの

大切さに気づくことができました。

学校教育教員養成課程４年　吉田　三晴

●研究室＆ゼミ概要 ●授業概要

●授業でフィリピンやメキシコなど

のストリートチルドレンのことを学

びましたが、そこから派生して、日

本の貧しさの中で生きている子ども

たちのことを「隠れストリートチル

ドレン」と定義し、その研究の準備

をしています。４月から、移民国で

多種多様な子どもの存在を目の当た

りにするオーストラリアへ留学します。さまざまなバック

グラウンドを探りながら、子どもが抱える問題を考えてい

きたいと思っています。 国際社会学科３年　城田　美好

●卒論は、東アフリカの父系的農

牧民の慣習である女子割礼（FGM）

を取り巻く人間関係を考察しまし

た。人間関係で彼らが重視してい

る要素があり、それを維持するた

めにFGMが続いていることや、過

去に植民地支配を受けてきたこと

の影響などについて調べました。

先生からはFGMを廃絶しようとし

ている女性たちの資料を貸していただき、ローカルな人た

ちの視点に立つことの大切さを学びました。

国際社会学科４年　川島　正恵

●お金が貯まると海外に行っていましたが、先進国と言わ

れる国は退屈でした。なぜかというと東京（日本）の亜流

にしか見えないから。同じように単

一的な近代化をめざしてきたからつ

まらない。逆に発展途上国といわれ

るような国は個性があって面白い。

経済発展のデメリット部分に目を向

け、いろいろな地域をもう一度見つ

め直したい。ふだん見聞きしたこと

を反対側の視点で考えることが増え

てきたと思います。

国際社会学科４年　萩谷　竜樹　

学生たちは、「そもそも発

展とは何か」という共通認

識に基づき、幅広い研究テ

ーマに取り組んでいます。

「発展」というと、経済発展

という狭い意味での解釈が

主流ですが、じつはいろい

ろな発展のあり方がありま

す。学生たちのそれぞれの

人生の中で芽生えた問題意

識を大事に育てながら、卒

業論文というかたちで展開

していくことを重視してい

ます。
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●教員から

●学生から

● 教員から

●陣内先生は、いろいろなまちづくりのプロジェクトに関
わっていますが、そのプロジェクトに私自身、関われたこ

とがとてもためになりました。自分とま

ちの環境というものは結びついていると

思うので、自分の住むまちの地域性やま

ちづくりの取り組みなどを深く知ってお

くことは重要なことです。将来、地域社

会から子どもを支援していこうというビ

ジョンがあるので、いま学んでいること

が生かせると思います。

総合人間形成課程２年　手塚　祐奈

    

    

少子高齢化が急速に進む

中、身近な地域居住環境を

いかにして保全、改善して

いくかが大きなテーマとな

っています。

この授業では、「居住環境

を形成していく主体は誰な

のか」、「都市形成の歴史」、

そして、「現在の都市計画や

地域居住環境はどのような

仕組みで形成されていくの

か」について学びます。ま

ちづくりを担うNPOへの聞

き取り調査も行います。


